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青春の凱l出のアルバム
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辱

昭和27年全国選抜高等学校野球大会に優勝
甲子園に校歌「波メロディー」が高らかに奏でられた

昭和27年当時の静商新聞部一同
右から2番目が筆者

今
回
は
S
2
8
年
卒
、
S
2
9

年
卒
の
皆
様
か
ら
ご
寄

稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

紫
紺
の
大
優
勝
旗
を

噛
み
し
め
て
6
0
年

鈴
木
　
基
之
（
S
2
8
年
卒
）

戦
後
の
教
育
改
革
で
、
六
・

三
二
二
制
が
布
か
れ
、
新
制
高

校
の
第
一
期
生
と
し
て
、
昭
和

2
5
年
に
入
学
し
た
。
直
ち
に
硬

式
野
球
部
に
入
部
。
グ
ラ
ン
ド

に
集
ま
っ
た
一
年
生
は
五
十
名

を
超
し
て
い
た
。
野
球
で
名
高

い
中
学
校
出
身
者
も
多
く
、
焼

津
の
田
所
、
橋
本
、
松
永
、
服

部
た
ち
も
い
た
。

入
部
し
て
間
も
な
く
の
こ
と

で
し
た
、
硬
球
に
慣
れ
て
恐
怖

感
を
無
く
す
た
め
に
1
0
メ
ー
ト

ル
前
後
の
至
近
距
離
か
ら
、

力
い
っ
ぱ
い
投
げ
合
う
の
で
す

が
、
硬
い
ボ
ー
ル
に
慣
れ
て
い

な
い
葦
の
衝
撃
は
大
き
く
、
痛

く
て
一
週
間
く
ら
い
は
、
軽
い

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
す
ら
出
来
な

か
っ
た
。
こ
の
試
練
の
後
、
退

部
者
が
続
出
。
五
十
数
名
い
た

一
年
生
は
半
分
以
下
に
減
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
も
退

部
者
が
続
き
、
最
後
ま
で
残
っ

た
の
は
田
所
　
（
投
）
、
北
原

（
旧
姓
松
永
）
　
（
一
）
、
鈴
木

（
二
）
、
橋
本
　
（
三
）
、
服
部

（
左
）
、
横
山
　
（
中
）
、
平
井

（
旧
姓
土
屋
）
　
（
右
）
、
花
村

（
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
　
の
僅
か
8

名
で
し
た
。
し
か
し
、
辛
抱
し

た
甲
斐
が
あ
っ
て
、
昭
和
2
7
年

全
国
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会

で
優
勝
と
い
う
大
偉
業
を
経
験

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

卒
業
後
、
毎
年
正
月
3
日

に
、
野
球
部
長
だ
っ
た
波
多
野

先
生
宅
に
集
ま
り
、
優
勝
の
思

い
出
を
語
り
、
旧
交
を
温
め
て

き
ま
し
た
。
波
多
野
先
生
が
他

界
し
て
か
ら
は
、
焼
津
の
橋
本

宅
に
集
ま
り
、
美
酒
を
味
わ

い
、
校
歌
を
合
唱
し
、
い
ま
な

お
優
勝
の
味
を
噛
み
し
め
て
い

ま
す
。な
お
、
北
原
、
服
部
、
花
村

そ
し
て
阿
井
　
（
一
年
後
輩
）
　
は

他
界
し
ま
し
た
。

第
六
十
五
回
　
栃
木
県
芸
術
祭
　
芸
術
祭
賞
受
賞
作
品
　
「
徒
然
草
よ
り
」

い
か
j
べ
く
冴
一
J
／
丹
木
4
7
孝
J
果
て
十
そ
ろ
各
島
鬼
・
う

え
／
存
卜
辛
2
、
象
‘
木
々
幸
吉
拳
H
を
キ
一
旦
今
＼

叱
．
午
も
、
－
ナ
手
本
・
直
人
♂
彗
し
ト
や
1
－
－
1
ミ
し
彗
こ

ふ
り
返
れ
ば
あ
の
頃
は
純
粋

で
楽
し
く
、
充
実
し
て
い
た
と

思
う
。
私
達
は
六
・
三
・
三
制

導
入
で
静
商
に
女
子
の
入
学
が

許
さ
れ
て
の
三
回
生
で
あ
る
。

同
期
の
女
子
は
二
十
七
名
全

校
で
も
六
十
名
ほ
ど
、
ク
ラ
ス

に
は
三
～
四
名
と
心
細
さ
も

あ
っ
た
が
、
誇
り
ら
し
き
も
の

も
あ
っ
た
。

静
商
を
選
ん
だ
理
由
の
一
つ

に
は
自
宅
が
母
校
と
同
じ
町
内

に
あ
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
。
何

し
ろ
期
末
テ
ス
ト
中
に
は
仲

良
し
三
人
で
校
内
の
用
務
員
室

に
泊
り
込
み
勉
強
を
さ
せ
て
も

ら
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
大
ら
か

な
時
代
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
部
活
は
コ
ワ
イ
上
級

生
に
誘
わ
れ
て
書
道
部
入
り
、

活
動
ら
し
き
こ
と
も
せ
ず
当

時
、
県
下
初
と
い
う
弓
道
部
に

時
折
り
顔
を
出
し
「
弓
」
を
引

い
た
り
も
し
て
い
た
。

し
か
し
、
あ
の
時
の
書
道
部

員
が
私
の
人
生
を
支
え
る
大
き

な
柱
に
な
ろ
う
と
は
想
像
だ
に

し
な
か
っ
た
。

卒
業
し
四
年
後
に
女
子
短
大

に
進
学
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
の

勉
強
が
始
ま
っ
た
。
男
子
生
徒

の
中
に
あ
っ
て
こ
そ
の
芽
生
え

で
も
あ
っ
た
。

現
在
は
、
最
早
や
趣
味
と
も

言
っ
て
い
ら
れ
な
い
書
の
道
に

明
け
暮
れ
て
い
る
。
喜
寿
を
迎

え
る
頃
に
な
っ
て
も
必
要
と
さ

れ
る
こ
と
の
あ
る
幸
福
に
感
謝

の
日
々
で
あ
る
。

静
商
新
聞

鈴
木
（
旧
姓
黒
柳
）
　
正
子

（
S
2
9
年
卒
）

昭
和
二
十
六
年
、
兄
の
母

校
と
い
う
こ
と
で
馴
染
み
が

あ
り
、
男
女
共
学
に
な
っ
て
三

年
目
静
商
に
入
学
し
た
。
三
百

数
十
名
中
、
女
子
は
二
十
七
名

で
一
ク
ラ
ス
3
名
か
4
名
だ
っ

た
。
女
子
の
K
先
輩
に
魅
せ
ら

れ
て
、
新
聞
部
に
入
り
、
新
米

な
が
ら
忙
し
く
過
ご
し
た
。

「
静
商
新
聞
」
　
は
月
一
回
の

発
行
で
タ
イ
ト
ル
の
　
「
異
色
あ

る
先
輩
を
訪
ね
て
」
が
豆
記
者

の
始
ま
り
だ
っ
た
。
緊
張
し

て
、
赤
面
す
る
場
面
も
あ
っ
た

が
、
有
名
な
先
輩
に
お
会
い
で

き
る
嬉
し
さ
も
あ
っ
た
。

■
l
 
l
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
■
　
l
▼

当
時
の
県
会
議
員
・
下
川
儀

太
郎
氏
が
「
全
国
に
静
商
の
卒

業
生
が
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
が
と
て
も
励
み
に
な
る
」
と

語
ら
れ
て
い
た
の
が
深
く
心
に

残
っ
て
い
る
。
土
屋
勇
造
氏
、

太
田
正
孝
氏
、
杉
山
昌
作
氏
な

ど
訪
問
し
た
。
活
躍
の
場
面
は

政
治
だ
っ
た
り
、
会
社
経
営

と
異
な
っ
て
い
て
も
、
一
様
に

静
商
と
い
う
学
舎
に
誇
り
を
持

ち
、
人
脈
を
つ
く
り
、
更
な
る

努
力
が
大
成
に
繋
が
っ
た
と
感

じ
入
っ
た
。

伝
統
校
と
し
て
の
重
み
を
直

に
味
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

広
告
と
り
で
は
　
「
静
商
に
女

生
徒
が
い
る
の
？
」
と
不
思
議

が
ら
れ
た
こ
と
が
懐
か
し
い
。

今
に
し
て
「
静
商
新
聞
」
は

良
く
出
来
て
い
た
と
思
う
。


